
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①オリエンテーションから始める。 ②寺池公園内を散策。 ③公園の魅力・課題等 
について意見交換。 

④公園活用のアイデアを検討。 

＜当日の様子＞ 

ＮＰＯ法人里山倶楽部の寺川 裕子さんを講師に迎え、『「公園づくり」からはじめる「まちづくり」』をテーマに、２０１９まちづくりサ
ポーター育成講座（３回シリーズ）を開催。 

 第 1 回目の講座では、「寺池公園の魅力を発見しよう」と題して、フィールドワークを通じて、寺池公園の魅力や課題を発見した後に、

ワークショップ形式でそれらの魅力と課題を共有した上で、寺池公園の新たな活用方法を考えました。 

次回は、令和２年１月２５日（土）に開催します。 

日時：令和元年１０月２６日（土）、9：30～12：00   会場：寺池公園、金剛連絡所２階ホール   参加者：９名 

第 1回 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記の課題や魅力等を踏まえた上で、 

公園を活用する方法（アイデア）はなにか？ 

＜ワークショップで出た主な意見＞ 

 

魅力 

・クヌギの木（どんぐり）があり、子どもが 

 楽しめる。 

・園内の一部で伐採や下草刈りがされて 

 おり、以前より明るくなっている。 

・桜がきれい。  

 →計画的な植替えや病気対策が必要。 

・北側（遊具のある）エリアは、見通しも 

 よく、景観も良い。 

課題等 

・静かすぎる。 

・歩道がデコボコ。  ・周遊路がない。 

・フェンスが破損している。 

・木が多く、うっそうとしており、見通しが悪い。 

・じめじめしている 

・コンクリートのベンチが冷たく、座りにくい。 

・掃除道具入れが殺風景な雰囲気を助長。 

・全体的に古いイメージがある。 

 

あったらいいもの、必要なこと 

・ベンチ＆日陰のある休憩スペースの設置。 

・木材等の温かみのある素材のベンチを！ 

・樹林に樹種プレートがあれば。 

・デザイン性のあるフェンスの設置。 

・アスレチックの設置。 

・定期的な落ち葉の清掃。 

・見通しが良くなるような樹木の伐採。 

・草刈りの頻度を増やす 

・公園の魅力を知ってもらうためのイベント等の開催（写真イベント、公園お気に入りポイントの募集＆発表会、絵葉書づくり etc） 

・誰もが楽しめるイベント等の開催（池にボートを浮かべてまちを見る、ウォークラリー（池を周遊するイベント）、ツリーハウスを作る etc） 

・現在、公園周辺で行われているさまざまな催しを、園内で連携イベントとして同時に開催！ 

・公園一斉清掃の日を設ける。   ・間伐材を使ったＤＩＹ講座。   ・樹木プレートを作る（間伐材を使った工作で、子どもにも参加してもらう） 

・日頃、屋内でしていること（映画鑑賞、カフェ、読書、仕事 etc）を屋外で楽しめる空間として活用。 

・園内のあちらこちらに花を植える。   ・桜植え替えプロジェクトの実施。   ・筋トレの出来る遊具の整備(使い方が分かるプレートも設置！) 

次回の講座では「間伐材を使った、樹種プレートづくり」の実践に向けた検討を行います。 


